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本研究では,生徒が音楽を心から愛好し,また,理屈抜きに体感し,相手に訴えるよう
な表現ができるようになる授業づくりについて考察する｡そのために,生徒が覚えやすく,
感情が直接的に反映され,個性的な音楽表現の多いワール ドミュージックをとりあげた｡
生徒が構えずにより自由に楽しく音楽をとらえることができる授業にするために,ワール
ドミュージックが有効であることが明らかになった｡
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1 問題の所在と方法
｢歌うこと｣は,人間の喜 ｡怒 ｡哀 ｡楽の感情の
表現であり,人類の自然な営みでもある｡
高校の音楽教員として自分の行った授業を振り返
り,また,小,中学校の音楽の授業を見学して感
じることは,生徒全員が心を開放し楽しんで授業
に取り組めていないということだ｡このような現
状から音楽の授業に対して ｢心の壁｣をつくって
いる生徒もいるのではないか｡授業における問題
点を次のように考えた｡
(1)扱う題材が限られているのではないか｡
西洋クラシックとポップスとい う対極に分かれ
て深化された曲を提示しており,芸術歌曲のよう
なクラッシックの曲の中には生徒が親しみをもて
なかったり,また,生徒が興味を示すポップスは,
大衆的で,質的に音楽の授業になじまないような
曲も多かったのではない かと思われる｡もっと幅
広い音楽で生徒に吸収しやすいジャンルを考えな
ければならないのではないか｡
(2)技術指導が中心になり,本来感ずるべき｢音
楽の楽しさ｣が見失われているのではないか｡
表現の活動の授業において順序としてはじめに,
｢音程｡リズムを正しく覚えること上次に｢強弱｡
表情をつけること｣というような流れで行ってい
るが,最初の段階でどちらかというと発声｡音程 ｡
強弱などの技術指導が中心になり,そこに込めら
れた ｢感情｣や,｢思い｣などを意識することなし
に歌い,どの曲を聞いても平面的な歌になってい
るとい う問題がある｡
(3)美しさにこだわりすぎてはいないか
歌は,感情表現なのでさまざまな表現がでてき
ても良いと思うが,全体からはみ出さないむらの
ない美しい声だけが尊重されすぎてはいないか｡
美しい音色を作り出すには,発声や奏法に関して
かなりの修練が必要であり,週2時間程度の授業
でそれのみを追求をすると,苦手意識を高め,そ
の結果音楽嫌いになってしまう生徒もでてくるの
ではないかと思われる｡
上記のような問題点を抱えながら授業を行って
いたのだが,以前勤務校の高校の授業で ｢ワール
ドミュージック｣ を扱い民謡を歌い,その土地の
音楽を鑑賞させた際,いっも授業に積極的とは言
えない生徒が,大変興味を示した｡｢民衆の歌｣と
して土地に根付いている民族の魂の歌が,生徒の
心を動かしたのだと思う｡この経験から上記のよ
うな授業の在り方を打開するために,クラッシッ
クとポップスの中間的な位置を占め,型苦しくも
なく,新鮮な感覚で親しみやすい ｢ワール ドミュ
ージック｣を用い,生徒が意欲的に表現できる授
業づくりを考えていきたい｡
ワール ドミュージックとは広い意味での世界の
民謡(日本も含む)や民族音楽のことで,世界の童
請,世界の遊び歌も含まれる｡
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2 先行研究の検討
(1)伊藤俊明 (1998)は,ワールドミュージック
の意義を授業で題材として取り上げる理由を,吹
のように述べている｡
(丑多棟性がある
色々な地域の色々な表現方法及び鑑賞の活動に
おいて子どもたちの個性にもとづいて意欲的な活
動が期待できる｡
②完成され尽くされず,型にはまっていない
即興的要素が強い音楽が多いために,表現及び
鑑賞の活動において創造的な活動が期待でき,教
師にとっても ｢こうあらねばならない｣という受
動で教え込み型の授業になりにくい｡
③本質的に身近である｡
クラッシック音楽にみられるように作曲者独自の
世界から生まれた音楽よりも,その地域の自然や
風土 生活に根ざした音楽が多く,日本の民謡等
と共通点がある｡さらに,音楽的な要素が素朴な
ので親しみやすく,比較的表現しやすい音楽が多
いため音楽が苦手な子どもも参加しやすい｡
具体的な教材としては,ラリルリ等の言葉のみで
歌われるため言葉の壁がなく,思わず口ずさみ,
踊りたくなるスイスの ｢牧童のヨー デル｣,音楽に
引き込まれ子どもも参加しやすいインドネシアの
｢ケチャ｣ を取り上げている｡
(2)三木稔は,(1995)は,｢音楽に国境はある｣
と言い切ったアメリカの民族音楽学者ウイリア
ム ･マルムの言葉を引用して,19世紀までの西
洋クラシッ9,20世紀のアメリカ産ポップスに
世界中が征服されている状況を危倶し,国内に民
族音楽の楽しさを広めることの重要性について
｢世界の各民族は,当然のことながらそれぞれの
世界様式を持っている｡その音階 ･楽器 ･歌唱 ･
アンサンブルの方式 ･衣装 ･上演の場など,まこ
とに多種多様で,西洋音楽しか信仰しない人々が,
少し視野を拡げるだけで人生の楽しみは何倍も増
えるはずだ｣と述べている｡
3 実践と結果
(1)ワールドミュージックに関する調査
まず,実際に授業づくりを考える上で,生徒の
実態を把握するために,山形市内A中学校2年生
に ｢ワールドミュージック｣についてアンケート
を行った｡質問内容と結果は,以下のようである｡
質問1.音楽の授業で,学習してみたい内容を
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(2つ)選んでください｡
(グラフ1,グラフ2の数字は､人数を表す｡)
芸術歌曲世界の歌-日本青葉台唱名曲の鑑賞ホ○,70ス 笥:-?予舜 0
~~m~∴賢等野賢._-≡芸三追完蕊Snヨ!
グラフ1 学習してみたい内容
質問2.世界の民謡(日本も含む)では,どこの国
の音楽に関心がありますか｡
その他
フランス
イタリア
アメリカ
日本 一頭I勇-,竃宏還重義蓋義~-…二三讃…
0 20 40 60
グラフ2 関心のある国
その他は,イギリス 韓国 ドイツ ロシア
ブラジルであった｡
質問3.その国の音楽が好きな理由は｡
(自由記述)
･日本 ｢ゆったりして落ち着くから｣｢他国の音楽
は知らない から｣｢歌詞の意味が理解できるか
･アメリカ ｢かっこいいから｣｢リズムがかっこい
い｣｢自由な感じが良い から｣
･フランス ｢おしゃれだから｣
･ロシア ｢独特だから｣
グラフ1より,リズムが軽快な,ポップス ･ミ
ュージカル曲に関心が高いということがわかる｡
また､日本の伝統音楽を学習したいと思ってい
る生徒が13%と予想外に多かった｡このことに
関しては､A中学校が邦楽等の ｢日本の音楽｣を
深めて学習している結果で､他校ではこの割合は
もっと少ないと考える｡
グラフ2と,質問3の自由記述から,日本とア
メリカの国の音楽に関心が高く,他国の音楽はあ
まり知らない生徒が多いということがわかった｡
次に専門実習Ⅱの市内B高等学校において知っ
ている ｢世界の歌 ｡日本の歌｣と,好きな ｢世界
の歌 ｡日本の歌｣を調査したところ,教科書で履
修した曲は,だいたいは知っているが,それ以外
の曲は知らないと答えた生徒が多かった｡また､
好きな曲については､覚えやすく明るいアメリカ
民謡 ｢こげよマイケル｣や,フランスのシャンソ
ン｢おおシャンゼリゼ｣を挙げた生徒が多かった｡
これらの生徒の意識調査をふまえて,ワー ルド
ミュージックの授業づくりでは,表現力 ｡創造力
を高めることのできる題材をさがし､導入では,
多くの生徒がすでに知っており､好きな曲である
と答えている ｢おおシャンゼリゼ｣などのリズミ
カルで明るい曲を用いていきたい｡また､民族的
な音楽には､舞曲とも関わりがある特徴的なリズ
ムが見られるものが多いので,関連してリズム学
習を深めていきたい｡弼政きょう介 (1995))は,
｢リズムとは本来､非常に本能的なもの､体感的
なものではないか｣ と述べている｡受動的な体験
が多い現代の子ども達に全身で体感しながら表現
するリズム学習は､生徒に主体的な活動を促し,
感性を育む上で非常に重要である｡｣と述べている｡
授業では,リズムで呼応して生徒同士のコミュニ
ケーションも深められるリズム遊びや,リズムリ
レー もとり入れていきたい｡
大部分の生徒達にとっては音楽の授業をきっか
けにしてはじめてワールドミュージックにふれる
ことになるので,生涯親しんでいく大切な歌とし
てワールドミュージックを提示していきたい｡
(2)授業実践
以下の授業は,教職実習Ⅱにおいて市内B高等
学校において行ったワールドミュージックの授業
実践である｡ワー ルドミュージックから特にフラ
ンスの｢シャンソン上中南米の｢フォルクロー レ｣
を題材としてとりあげた｡どちらの授業も,感情
をイメージしながら歌い,それを表現するという
ことに力を入れた｡
時間 主な学習内容
1時間目 シャンソンについて代表曲を歌い,その特
徴を感じ取る○
2時間目 フォルクローレについて代表曲を歌い,磨
(ヨシャンソンの授業について
生徒の学習活動は,次のような流れで行った｡
｢愛の讃歌｣を,a)音程やリズム等の確認をし
ながら歌う b)シャンソンの歴史的変遷を知る
C)シャンソンの曲の特徴 (クウプレとルフラン)
を知る d)シャンソン歌手エデット｡ピアフの
人生を知り,歌声を鑑賞する｡e)感想を述べ合
う ｡
②フォルクロー レの授業について
｡本時の目標
｢フォルクロー レ｣の代表曲を,カーニバルの雰
囲気を味わいながらリズミカルに歌う事ができる｡
｡学習の流れ
時間 学習活動 指導上の留意点
10 既習曲シャンソンの代表曲｢愛 語りの部分 (クウプレ)に表情
の讃歌｣を歌うo をもたせるため,2人組みになって朗読し 後に歌わせるo
1520 輪になってリズムリレー をす リズムカー ドを使用して,｢花ま
るo つり｣の3種類の基本リズムを
･基本リズムを確認するo 手拍子で確認するo
･リズムリレー をする○｢花まつり｣をリズム打ちす ･柏に合わせてリズムリレー をするo(リズムリー ダー と全員との掛
るo け合いをするo)
･パー ト毎にリズム打ちするo ･A,B,Cの3つのグルー プ
･3パー ト合わせたリズム合奏にするo｢花まつり｣の歌を歌う に分かれるo(座席順)･｢フォルクロー レ｣の説明をし
･ラで歌うo てから歌の指導を行うo
･歌詞をつけて歌うo ･カー ニバルの雰囲気を感じる
立って歌の掛け合いを意識し ために輪になって回りながら歌
ながら,｢花まつり｣を歌うo うo
10 ｢花まつり｣の演奏を聞き､感 民族楽器アルパ.ケー ナの演奏
262
･評価 ｢フォルクローレ｣に関心をもち,中南
米の民族的な雰囲気を感じながらリズミカルに歌
うことができたかを,歌う様子や感想の発表から
評価する｡
4 考察
今回は,｢ワール ドミュージック｣の中でも,特
に ｢演じ,歌う｣という部分が含まれるシャンソ
ンと民族的リズムが感じられ,音楽的要素が素朴
で親しみやすいフォルクローレの授業を行った｡
シャンソンの授業では,ピアフの,｢魂の歌｣と
呼ばれる独特の歌声を鑑賞させ,感想を書かせた｡
ピアフのクラッシックの発声にみられない歌声に
新鮮な感動を覚えた生徒も多かった｡ ワール ドミ
ュージックには,スイスのヨーデルや,モンゴル
のホーミー など,その土地によってまったく異な
った独特の発声があるので,それらを題材にして
みるとも新しい魅力を生徒は発見することができ
ると思う｡また､｢愛の讃歌｣をとりあげた際 語
り (クウプレ)の部分を2人組で歌い,音程 ｡リ
ズムよりも歌詞を伝えるということに焦点を絞っ
て歌わせることにより表現力も高まったのではな
いかと思う｡さらに,シャンソンの歴史について
も学び,文化的背景を知ることによって幅広い音
楽の学習ができた｡｢愛の讃歌｣や ｢枯葉｣などの
情熱的で悲哀の感じられる曲は,知らない生徒が
多い｡しかし,高等学校という段階においては,
このような曲にふれることで音楽の世界が広がる
のではないかと思う｡教科書には,｢ワール ドミュ
ージック｣に関する曲は,多くはないので,教師
が色々な表現の曲を選んで授業の中でふれさせて
いくのが良いと考える｡
フォルクローレの代表曲 ｢花まつり｣は､アル
ゼンチンのアンデス地方にみられる民謡であり､
原題は､｢エル ･ウマウァケ-ニヨ｣で､ウマウァ
カの人たちの意である｡この地方のカーニバルの
イメージをもたせるために,全員が輪になって座
り授業を行った｡ はじめに,特徴となっている民
族的リズム (カルナバ リー ト)を取り入れてリズ
ムリレーを行った｡それから,基調となる3種類
のリズムを組み合わせたリズム合奏のための楽譜
を作成し､手拍子をしながら歌を歌った｡最後に
祭 りのイメージしながら肩を組んで回りながら歌
った｡ ピアノを使わずにリコーダー,ギターで音
取りをしたので,気楽に楽しむことができた｡し
かし,曲の流れを体得するために,歌詞をつけず
にラだけで歌う方が良かったと思う｡
授業後の感想は以下のようなものがあった｡
(1)シャンソンの授業の感想
｢もっと色々な人のシャンソンを聞いてみたかっ
た｡｣｢もう少し音とりに時間をかけてもらいたか
った｡｣｢シャンソンを聞く機会がなかったので,
初めて聞いてびっくりしました｡家に帰ってシャ
ンソンを聞いたりしてとても興味がもてました｡｣
(2)フォルクローレの授業の感想
｢目に見える伝統だけでなく,歌うという伝統を
受け入れるのも大切だとわかりました｡｣
｢みんなで輪になって回りながら歌ったりリズム
を打ったりするのが楽しかった｡｣
5 到達点と課題
到達点としては,音楽に関する生徒の意識を知
ることができたことが挙げられる｡また,授業実
践でわかったことは,ワール ドミュージックは,
生徒が意欲的に取り組むことができる可能性を秘
めており,創造力,表現力を高めることができる
ということである｡
課題は2つである｡ 1つめは,生徒は技術中心
の音楽の授業に慣れているので,音楽が生まれた
本来の意味を考えながらもっと自由な気持ちで
授業に取り組む意識をもたせなければならないと
いうこと｡2つめは,高等学校について学年毎に
発達段階に応じた ｢ワール ドミュージック｣を題
材にしたカリキュラムもつくることである｡
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